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 被曝労働者の疫学調査について 

被曝労働者 集団 累積被曝線量 死亡率 増加 いう
調査結果 報告 い 喫煙習慣 違い 見 増加
あ 見解 あ  

論文 そ 見解 妥当 あ 検証し あ  

検証 結果 喫煙習慣 影響 観察 固形 増加 27%し
説明 喫煙 影響 補正し ERR係数 0.68/Sv あ
固形 死亡率 100mSv以下 閾値 単調 増加し い  
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作業員U 格納容器内 作業状況 

島根第1原発,1979．3.2-3.6  

格納容器3階 最大線量 1-1.5 R/h あっ

こ 記録さ い 1R=8.8 mGy  



ホー 属性 

被曝労働者 疫学調査 

 20歳 85歳 男性被曝労働者 

  203,904人 

 観察期間 1991年~2007年 17年 

 総観察人年 220万人年 平均観察年 10.9年 

 死亡数 14,224 死亡数 5,711 

 平均被曝線量 13.3mSv, 

 被曝量100mSv以下 人数割合 97% 
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分析 方法 

被曝労働者 疫学調査 
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 死因別死亡率 外部比較 内部比較
い  

 外部比較 ホー 死亡率 国民 死亡率 比べ  

 内部比較 被曝線量 ホー 群別し 線量
死亡率 増加傾向 見  

 

 外部比較 健康労働者効果 影響 いう
弱点 あ 取 上 い  

 



内部比較 分析方法 
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  LNTモ 用い死亡率 ERR係数β 求
定量分析 死亡率 線量 増加

有無 検定 分析 あ 報告書 後者
定性分析し い い  

  

 調査書 結果 生活習慣 影響 否定 可能性
あ し 白血病以外 死因 β 値 報告し い い  

 

 

 



仮説 検定 
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 被曝累積線量 死亡率 増加し い
帰無仮説 し 検定 う   

 P値 帰無仮説 正しい確率 有意水準
0.05)以下 あ 帰無仮説 棄却  

 死亡率 線量 増加し い 統計
的 有意 表現  

 検定 い え  E. ー 数理統計学
培風館 第 章 仮説 検定 参照  



累積線量群 カ －化 
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第1線量群 10未満 

第2線量群 10以上20未満 

第3線量群 20以上50未満 

第4線量群 50以上100未満 

第5線量群 100以上 



層化抽出 

被曝労働者 疫学調査 

累積線量群⇒ <10 10－ 20－ 50－ 100＋ 

層 

j=1 死亡率(O/E)         

2           

3           

4           

5           

            

統計量(O/E)         

j=(年齢,暦年,居住地域) 

年齢 5歳刻 (85-20)/5=13層 

暦年 5年刻 4層 

居住地域 8層 13*5*8=416層 

コホー ータ 死亡率 影響 え 因子j っ 層 分割す  
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層 ータ 統計量 
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 表 記載 観察死亡数O 期待死亡数
E O/E 層 ータ 得 値 統計
量 あ  

 期待死亡数E 死亡率 累積線量 一
定 あ し 死亡数 し 期待
死亡数E 線量群間比 観察人年 線量群間比
各層 等しい  

 



報告書 内部比較 層 ータ 非公開  
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相対死亡率O/E フ 
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0 0.1 0.2

0.8

1

1.2

1.4

累積線量(Sv)

O/E

悪性新生物 表記し  

誤差棒 95%信頼区間  



検定結果 
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 対し ｐ＝0.032  

 

 

 

 最短潜伏期間 年 し い  

 白血病 最短潜伏期間 年程度 あ 白血病 除い
検定 p=0.024 え い  

 

累積線量 死亡率 増え  

統計的 有意  



死亡率 増加 部位別  

死因 ｐ値 死亡数 

肺 0.007  1,110 

肝臓 0.025  860 

食道 0.039  289 

非ホ ン ンパ腫 0.028  103 

多発性骨髄腫 0.032  31 

被曝労働者 疫学調査 
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検定 増加 統計的有意 ５部位 p値 死亡数 



報告書 結論 

 白血病 除 死亡率 累積線量 増
加 う有意 増加傾向 認
生活習慣等 交絡 影響 可能性 否定

い  

 低線量域 放射線 死亡率 影響 及
し い 明確 証拠 認  

 

 
被曝労働者 疫学調査 

16 



結論 妥当 ？ 
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報告書 検定結果 否定 根拠 し 生活習慣 い
ン ー 結果 放影協会 実施 挙 い  

そ 被曝線量 喫煙者比率 間 有意 相関
見い いう そ 影響 程度 算定  

 

 

明確 証拠 認 いう報告書
結論 間違い あ  



2006年交絡調査 ン ー  
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 交絡調査 ン ー 回答数 45,382人 

 回答率61.7% 

 

 ホー 203,904人 本体 約4分 1 相当  

 第1次調査 ン ー 2,000年 方法 問題 あ
考察 除外し  

 

 

第2次交絡因子調査編 , 放射線影響協会, 2006 1  



ン ー 集団 線量群別の喫煙比率 
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  <10 10- 20- 50- 100+ 

現在喫煙者 0.45  0.49  0.51  0.52  0.55  

過去喫煙者 0.32  0.31  0.30  0.30  0.28  

非喫煙者 0.23  0.20  0.19  0.18  0.16  



喫煙比率 交絡 算定 
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第1線量群 第2線量群 第3線量群 第4線量群 第5線量群 

不明 

非喫煙者 

過去喫煙者 

現在喫煙者 

非喫煙者 現在喫煙者 過去喫煙者 

1 1.80  1.84  

喫煙者 死亡相対 ス  

国立 研究センター，2008  

線量群別 喫煙比率 アンケー 回答  

放影協会アンケー ， 2006  

国立 研究センター 用い コホー 齢

属性 観察開始時 40ｰ79歳 観察期間

そ10 あ こ 得 ス 値 国民 齢

分布 調整し ス 値 報告さ い 原

発労働者 素 ス 値 当 妥

当 考え  

被曝労働者 疫学調査 



第一群 対 相対 RR 
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線量群(mSv) <10 10- 20- 50- 100+  

観察RR 1.00  1.06  1.10  1.11  1.06  

喫煙交絡RR 1.00  1.02  1.02  1.02  1.03  

交絡補正RR 1.00  1.05  1.08  1.09  1.03  

交絡補正RR＝1+観察RR-喫煙交絡RR．第１群 <10mSv) 均被曝線量

1.5mSv こ コン ロー 群 被曝線量0 み し  



第1群 対 過剰相対 ERR 

被曝労働者 疫学調査 
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過剰死亡数 
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観察死亡数 >10ｍSv  1,389 

過剰死亡数   観察 108 

     交絡補正 82 

補正後 過剰死亡数 82人 喫煙交絡率  24% 



過剰死亡数 
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  観察値 補正値 交絡率 

 108 82 24% 

肺 42 29 31% 

肝臓 33 30 10% 

食道 21 18 13% 

部位別 交絡率 10%~31% 



LNTモ 喫煙交絡 
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 次 LNT(Linear Non-threshold)モ
過剰相対 ERR)係数β (/Sv) 求

 

 観察値 求 β 喫煙交絡 補正し求
β’ 比較し 喫煙交絡 観察値 占

割合 算定  



β 
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y=α(1+0.86x)

O/E

観察ERR係数 
 
β=0.86/Sv 

期待死亡数Eの重み付けを

して回帰直線を求める。 



β 交絡補正 
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観察 
(β) 

喫煙交絡補正
β’  

 交絡率 
(1-β'/β) 

 0.86  0.61  29% 

白血病 除  0.93  0.68  27％  

補正後 β'=0.61(/Sv)．LNTモ 喫煙交絡率 29%  

被曝労働者 疫学調査 



部位別βの交絡補正 

 死因 
観察 
(β) 

喫煙交絡補正
β’  

 交絡率 
(1-β'/β) 

 0.86  0.61  0.29  

白血病 除  0.93  0.68  0.27  

肺 2.57  1.90  0.26  

肝臓 2.44  2.16  0.11  

食道 3.50  2.98  0.15  

被曝労働者 疫学調査 
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 報告書  

 傾向検定 p値 報告 

 喫煙交絡 可能性 否定 い いう理由 有意
増加 事実上否定し い  

 私  

 喫煙交絡率  27％ 程度 い  

 β 観察値  0.93/Sv, 喫煙交絡 補正し 値β’  

0.68/Sv あ 知  

 



主 疫学調査 β 
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a  放射線業務従事者等 係 疫学調査,  放射線影響協会, 2010 3  

b E.Cardis et al., Radiation Research 167, 396( 2007). 

c Y.Hosoda et al., J.Health Phys. 32, 173 (1997). 

d K.Ozasa et al., Radiation Research 177, 229 (2012). 

被曝労働者 β 原爆被爆者 2倍以上 男性  

日本被曝労働者,2010 a 0.93 β  男性、白血病 除くが   

    

日本被曝労働者 喫煙者率補正  0.68 β’  同上 

 

 

15カ国被曝労働者,2007 b 0.58 (-0.10,1.39,90%CI) 男性90％，固形が 、 カナダ国 除く、 

      1年以上勤務 

上記 う 日本 み c 0.92 (-3.81,8.37, 90%CI) 1年以上勤務 

 

原爆被爆者,2012 ｄ 0.31 (0.21,0.42,95%CI) 男性 固形 女性 β 0.66 
 

  



調査 予算 エネ ー対策費  
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H23決算エネ ー特別会計 ,  財務省 



調査 目的 
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H23決算エネ ー特別会計 ,  財務省 



労働者 命守 調査  
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放射線 不安 取 除 調査 あ 報

告書 結論 最初 決 い 現行 線量限度

問題 い いう根拠 提供し い  

超過死亡数 数値 現行 線量限度 大幅

引 下 べ あ  1/10 いし1/5  

被曝労働者 モ モ 研究 続 い い  

 

 



調査 独立性 高い機関  

被曝労働者 疫学調査 

 放影協会 調査委員会 電力会社・原発企業 委員

多数含 い  

 文部科学省 厚生労働省 う COI 利益衝突 管理指

針 い う  

 改善策 
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 調査 管轄 厚生労働省 移し 調査予算 労働者保護

費目  

 委託先 国立 研究センター 移行 広

 



被害者 誰 特定 ？  

被曝労働者 疫学調査 

35 

ス あっ 小さい 主張す 人 い 82人 死亡数 いう 少

い う  

さ 問題 10mSv以上 被曝労働者 82人 一人

分 いこ あ 10mSv未満 労働者 そ 安 払し

く い  

10ｍSv以上被曝者 死亡数  1,389 

10ｍSv以上 観察過剰死亡数 108 

10ｍSv以上喫煙者率補正後過剰死亡数  82 
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被曝労働者 労災 認定 求 い  
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文書全文 次 あ  

http://koko.matrix.jp/lab/ 
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